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交換科学者としてアメリカ隊に参加して
江 尻 全 機
丁度 今か ら2年 前,　NASA　(米国航空宇宙局)が 米国
西海岸Vandenberg　Air　Force　Baseから打上 げる極軌道
衛星Polar/Deltaが,南極 昭和基地上空で衛星打出 しとい
う重要なオペ レーションを行うので,昭 和基地 に設置 した
大型パ ラボラア ンテナでSバ ン ドのテ レメー タに よる追跡
をお願い 出来 ないか という打診 があった.さ らに付 して,
米国 もマ クマ ー ド基地に昭和基地 と同 じ様 な衛星受信 シス
テムを作 る計画 を持 ってお り,昭 和基地の経験 を聞かせて
欲 しい,出 来 れば将来昭和 基地 とマ クマー ドとで同 じ衛星
を追尾 ・受信 し,南 極域全体 をカバーする事 を考えようと
い うものであ った.そ の後南極 に関 しての米国の 窓口は
NSF　(全米科 学財 団)と いう事 で,南 極条約 の交換 科学
者 という枠組で,　JARE35夏隊で米 国の交換科学者が昭和
基地 を訪 問 した.そ して今回,私 がNSFか ら招待 され
(標準番 号v-019)南極本部 よ り米国基地へ派遣 され た由
である.
極 地研究所 に置かれているWDC-C2　for　Aurora(世
界 データセ ンタ:オ ーロラ)で は,南 極 点基地の全天 カメ
ラの データを系統的に蓄積 している.さ らに,マ クマー ド















平 成7年1月10日 成田発,同11日 ニュージー ラン ド・
クライス トチ ャーチ(CHCH)着,米 国科学財団(NSF)
の事務所 を訪 問 し挨拶 と情報交換 を行った.又,南 極の紹
介と南極 で生 きる方法(サ バ イバル)に つ いての講義 をビ
デオ室で受講す る.　Intemational　A tarctic　Centerにハ ロ
ーフ ィール ド博士 を訪 ね,情 報交換 を した.12日 は飛行
機が飛ばない とい う事で,日 本領事 館の参事官森本氏 と秘
書 の神 谷氏 に挨拶.　ICAIR　(lnternational　Ce ter　for
Antarctic　Information　andResearch)のス ミス博士 を
訪 ね,情 報 ネ ッ トワー クについて の情 報交換 を した.翌
13日・14日と早朝4時 からの待機 で,よ うや く15日午 後
CHCHよ りマ クマー ド基地 〔McM)へ入る(航 空機LC-
130).1日待 って17日MCMか らアムンゼ ン ・ス コッ ト南
極点基地(SP)へ 入 る事が出来た.
南極 点 迄 の飛 行 時 間 は,成 田－CHCHが11時 間,
CHCH-McMが8時 間,　McM-SPが3時 間であ る.南
極点は 一38℃で,久 しぶ りの寒気 は心 地好 く感 じた.気
圧663mb.高山病 に罹 る人が結構 いるとの事.水 を沢 山飲
む と良い と教 え られた.夏 期 間ここ南極点基地 を訪 れる人
は約500人.常 に140名位が滞在 しているが,越 冬(2月
末 ～9月 末)は27名 で 全 てASA　(Antarctic　Support
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Associations:　NSFの契約 会社)の 人達 である.マ クマ ー
ド基地 は訪問者約2000人位,越 冬 は250人,　NSF関係者
の越冬 は1人,他 は全てASAと 若干 名の海軍であ る.航
空機の便 数 もMcM→SPだ けで170便(Le-130)もある.
私 の 滞 在 中 は 天候 も良 く,連 日3便 の 発 着 があ った.
(McMで男女の比 を訊 ねたら,こ こはアメリカだ と言われ
た,)南 極点で は先 ず真 の極点 に立つ事が先決 とreal　pole
を探 した ら,1995年1月ll日の標識 を見つ ける事 が出来
た.
アム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極 点基 地の超高層 関係の観測
は,全 て ドー ムの側 に建て られたSky　Lab　(5階建て)で
行 われている.項 目をあげる と,　LF/MF/HF,　VLF,　リ
オ メー タ(イ メー ジ ング リオ メ一 夕 ・全天),フ ラックス
ゲー ト磁力計,イ ンダクシ ョン磁力計,　IRファブ リペ ロ
ー,IRミ ッシェル ソン干 渉計,　IRスペ ク トル計,　IRフォ
トメー タ,フtト メー タ(4278,6300),全天モ ノクロイメ
ー ジャ(3波 長),全 天 カ メラ(フ イルム)で あ る.　ASA
2名の越冬観測で,サ ンプルデー タをインター ネッ トで定
期的 に本国の科学者 に送る事になってい る.現 在 南極点基
地では,天 文 と宇宙線関係 の観測に主力が置かれている感
じが した.天 体望遠鏡 として世界最 大のサ ブ ミリ波望遠鏡
(200GHz～2THz),宇宙 の背 景マ イクロ波放射 を計 るバ
イソン望遠鏡,及 び遠赤外望遠鏡が昨年 と今年で完成.建
物 も約4m地 上高の高床式(レ ーザ ービームで測定 し水平
をとっている)の 巨大 な建物で圧巻である,宇 宙線関係 も
AMANDA　(Antarctic　Muon　anCl　Neutrino　detector
array)では現在4本 の1000mの氷床 ボー リング底 にセ ン
サーを設置 してあ り,来 年の夏には さらに6本 の20GOm氷
床 ボー リングをす る予定であ る.専 門外で よく理解出来て
いないが,大 変な事 をやっていると感 じた.バ イソン望遠
鏡 は来 年以 降は通信 衛星 を使 って,デ ー タ伝送 は もち ろ
ん,運 用 も全て シカゴ大学 の計算機でする設計 になってい
る.こ こに新 しい基地 の建設 の計画があ り,そ の設計書 を
見せて くれ た.や は り高床式 で,予 算 要求総額約200億円
との事.地 球の果ての極 点に来て もす る事は全て本格的で
あ る.
1月19日早朝,神 戸地震の報が 入 り皆心配 して くれた,
食堂のJosie　(オバ さん)が 本 国の友人に頼んでNew　York
Timesのその関連記事 を電子 メー ルで転送 して もらって く
れ た,1000名の死者 とい う記事 になかなか信 じられなかっ
た.南 極点で も電子 メー ルは老若 を問わず全員が使 用 し,
隊 長以 下全 ての部署で計 算機 によって情報 を把握 してい
る.特 に管理者 こそ情報 を集め,さ らに情報の発信 源にな
ってい るとい う感 じであ る.越 冬27名の内通信6名 で,そ
の内3名 が計算機技術者であ る(計 算機スペシャリス ト;
SE,　ネッ トワー ク管理者 とハー ドウェア技 術者).
1月21日夕刻 マ クマー ド基地 に帰る.大 都会 に帰 って
来 た感 じがす る.Galley(食堂)の 席数が320席であ る.
風 が強いせいか極点 よりも寒 く感 じる.夜 雪が降 って,対
岸 に見 えるBlack　Islandが真 白 にな った.先 ず,衛 星
(Radarsat)受信をア ンテナ と局舎 を見る.大 型パラボラア
ンテナが4基 あるが,全 て レドームを付 けている.　(Black
Islandでは,強 風の為3分 の2迄 作 った ところで全壊 し,
す ぐ空輸で もう1セ ッ ト持 って きて,今 度 は3日 で完成 し
た と言っていた.)受 信機等 の電子 機器 も全て計算機制御
とな って,山 頂か らCray　Lab.　(科学観 測セ ン ター)迄
は,光 ケー ブル2本 で結 ばれているだけである.技 術の進
歩を見た感 じである.通 信 関係 は,　Black　Islandにあ り,








アムンゼン ・スコ ット南極点基 地の ドー ム入 口とSky　Labのタワー
力 は風 力発電 と太 陽電池 で全体の90%以 上 を まかな って
いる.)デ ィジタル通信で1.544Mbpsを確保 している電話
(電話機約900台,交 換機 は 日本型)も この 回線 を使 用 し
アメリカ本土 とはUS$0.99/minであ る,(極地研 に電話
をしようと試みたが,私 の英語力で はオペ レー タを説得出
来なかった.ス コ ッ ト基地 の電話 は設定がニ ュー ジーラン
ド本国 と同 じなので,問 題 な く通 じる事が 出来た.)マ ク
マー ド基地 で起 きている事 は ネジ1本 の消費迄,　ASA本
社でモニ ター していると言 える位,全 てが計 算機で管理 さ
れている(物 品のみでな く基地 の運用状況や人の移動 か ら
各電 源配 線の電流値迄 あ りとあ らゆ る とい った感 じで あ
る).こ れはNSFの 方針 で はな く,あ くまでASAの 会社
として効 率 と利潤 を追及 した結果,　ASAが作 った システ
ムで ある.
マ クマー ドに於ける超高層 関連 の観測 は,基 地か ら少 し
離 れたArrival　Heightにあ る.観 測項 目は以下の もので
ある.　ELF/VLF,　リオメー タ(30MHz,51.4MHz),イ
ンダクション磁力計,フ ラックスゲー ト磁力計,フ ォ トメ
ー タ(4278,6300),UVモニ ター及び可視 スペ ク トルメ
ー タ.オ ゾンホール に関連 したUVモ ニ ター及び可視スペ
ク トルメー タ.オ ゾ ンホールに関連 したUVモ ニ ターが新
しく,他 は昔か らの標準 的な項 目であ る.
その他設営 の多 くを語 る紙数 もないので,ご み処理につ
いて一言述べ る.マ クマー ド基地 も南極点基地 も,吸 殻1
ヶ,ク ギ1本 も見つけ られない程 きれいで理想郷の様であ
る.マ クマー ド基地の面積 の3分 の1は ごみ処 理場 であ
り,南 極へ持 ち込 んだ ものは完全に全て本 国へ持 って帰る
事が 出来 ていて,さ らに リサ イクルの為の分 別 も してい
る.各 建物 の外 にあるごみ箱は次の11箱であ った.
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")Foil　(2)Magazine　and　news　paper　(3)Dorm　prod-




ユ月 も末近 くになると雪 もちらつ き,何 とな く寒 く感 じ
る ようにな った.　Galleyで講演会があ り,約300人位が集
まった.　Roald　Amundsen,　Robert　F.　Scott,　Ernest
Shackletonの話 であ った.1月26日 真夜LC-130でマクマ
ー ド基地を発 つ.こ れで南極 ともお別れである.ク ライス
トチ ャーチへ帰 って きて南十字星 をしば し眺め た.こ れ も
又人生の一 コマー コマの区切 りの様な気 がする.
今 回の研究調査 を可能 な らしめた要因の第1は,　NSF
OPPの局長Dr,　C.　W,　Sullivanと前所 長の星合孝男先
生が知 り合いであ った事 である.人 と人 との繋が りの大切
さを実感 した.極 地研究 所の神沼克伊先生には,マ クマー







る,帰 国 した翌日出した礼状は20通を越 した.一 人の人
間の行動に,如何に多 くの人達が関わっているかという事





青 木 周 司,菊 地 雅 行
中山 基地 は南緯69,37°,東経76.38°に位置 してお り,
中国が南極 に開設 した二番 目の基地であ る.今 年度,同 基
地 における 日中共 同観測 が新 たにス ター トした.
初年 度の観測 テーマは"南 極域 にお ける電磁現象 と大気
循 環の研究"と いう もので,我 々の具体的な任務 はオー ロ
ラの光学観測お よび地上 オゾン濃度観測のための機器類の
設置であった,こ の基地 における観測の意義 につい ては別
の機 会に報告する として,こ こでは行動概 要 と我 々の感 じ
た ことをまとめる.
1994年11月14日夜,我 々は成 田空港 を発ち,翌 日シ ド
ニー経 由で タスマニアのホバー トに到 着 した.そ の 日の宿
に向かうタクシーか ら我 々はプ リンセス埠頭 に接岸 した中
国の耐氷船``雲竜"号 を難 な く見つけ るこ とが できた.翌
日"雲 竜"を 訪問 し,劉 先生や王 さん をは じめ とす る多 く
の観測隊員お よび乗員 に会い,我 々はその 日に`雲 竜"に
乗 り込んだ,ホ バー トでは我々が 日本か ら送った荷物の積
み 込 み に立 ち 会 い,さ らに オ ー ス トラ リア の南 極 局
(Antarctic　Division)への表敬訪 問や い くつかの レセ プシ
ョンへの出席な どあわただ しく過 ご した,"雲 竜"は 予定
どお り11月20日に出港 した.出 港 に先立 ち,我 々は船 に
出向いて きた女性 の税関吏 によ り出 国手 続 きを済 ませ た.
"雲竜"は 日本 の南極観測船"し らせ"よ りも大 きいため
か,ま たは暴風圏が通常 よ り静かだ ったせいか,思 ったほ
ど揺 れず,2人 ともほとんど船酔せずに南極 圏までた ど り
着いた."雲 竜"で はサウナ風 呂に入 った後,氷 山 を眺め
なが ら青 島ビールを飲 むとい う贅沢 を楽 しんだ.船 中で は
我々に対す る待遇 がたいへ ん良 く,食 事 の上 げ下 げまで し
て もらい,た いへ ん恐縮 した.
"雪篭"は12月4日 デービス基地(オ ース トラリア)沖
4㎞ 地 点に達 し,チ ャー ター した小型 ヘ リコプ ター(4
人乗 り,ス リング能力約500kg)を積み込み,翌5日 に中
山基地の沖合い約20km地点で定着氷縁 に到着 した.2日
間天候待 ち した後,我 々は12月7日 に第ll次観測 隊員 と
ともにヘ リで中山基地入 りした.12月7日,8日 と夏季用
生鮮食料,観 測機材お よび新 しく建 てる超高層観測(UAP)
棟のための土台用鉄骨 などを輸送 した後,ヘ リは中国側 が
用意 した燃料 を使い切 ったた め,デ ー ビス基地 に戻 った.
我 々はその後UAP棟 建 設場 所の決定お よび土 台作 りを実
施 し,12月13日には土 木作業 が終 了 した.　UAP棟 の建築
資材が届か ないため,こ こまでで作業が しば らく停止 した
ま まになった.'雪 篭"は 海氷が ゆるむの を待 ちなが らチ
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で約4㎞)ま で近づ いた.燃 料のバ ルク輸送 のためのパ
イプ ライ ン付 設 を2日 間お こない,12月28日 まで に燃料
輸送 お よびパ イプ ラインの撤去 を完 了 した."雲 竜"と 基
地の間 には氷山がい くつかあ り,海 氷 は所 々薄 く,人 間が
歩 くだけで も不安 を感 じる所が数 ヵ所 あった.こ のため雪
上車 は"雲 竜"に は全 く近づけず,越 冬食料で さえ も基地
に輸送で きない状況が続 いた.
我 々はUAP棟 の土 台作 りが完了 した後,日 本か ら持 ち
込 んだ観測器 の組立調整 を続 けた.　UAP棟 建設現場 のす
ぐ横 にあ るコンテナ を利用 した小 さな観測小 舎 を借 りて,
地上 オ ゾン観測 が12月17日に開始 された.オ ーロラ観測
機器 に関 しては菊池 の個室内 で組 立試験 を実施 した.
中国の観 測隊 は残 りの物資輸 送のため12月下旬 にデー
ビス基地か ら中型ヘ リコプターをチャーターす ることに決
定 して,オ ース トラリア隊 と交渉 し了解 を得た,し か し,
12月中はオース トラリア基地 での作業のため,年 が明けて
か らは悪天が続 きヘ リの到来が遅 れた.中 国の隊員は毎 日
なす こ ともな く暇 を持て余 し,昼 間から麻雀 に耽る グルー
プ もあ った.年 末以来大 きな高気 圧のため行 く手 を阻 まれ
て停滞 していた気圧の谷が1月7日 にや っと動 きだ し,中
山基地の ぐずつい ていた天候 も8日 になって回復 した.輸
送作 業 が大幅 に遅れ た事 もあ り,中 国 国家 海洋 局は"雲
竜"の 中山基地 出発予定 を1月18日 か ら21日に遅 らせ る
こ とに同意 した.待 ちに待 ったヘ リコプターは1月8日 の
午後 に中山基地 に到着 したが,や ってきたのは中型ではな
く最初 に我 々が 基地入 りした ときに使 った小型機 だ った.
その 日の午 後か ら物資 の ピス トン輸送 が始 ま り,1月10
日午後2時 にすべ ての輸送作業 が完 了 した.
輸送作 業 と平行 してUAP棟 建築 も1月8日 夕方か ら数
人で進め,そ の 日は夜11時 まで作 業 を続 けた.9日 は朝
か ら強い風が吹 き,建 物の壁 を1面 だけ作 った ところで風
が ます ます強 まったため,作 業 は午前 中で中止 になった.
風が強 く壁が不安定 なため,昼 食後,心 配 して劉先 生 と建
築現場 に戻 った ところ,案 の定 せっか く作った壁 が強風の
ため 目の前で吹 き飛ば され るというハプニングがあった.
さい わい我々 には怪我がな く,壁 の ダメージもそれほ ど大
きくな く済んだ.翌 日も風が強かったため前 日の午後 に引
き続 き朝か ら輸送作業に就 き,終 了後明 日か らの建設作業
の準備 をお こなった.1月11日 か らUAP棟 の建設作業が
本格 的に始 ま り,連 日残業続 きで13日に は建 物が完成 し,
その翌 日には屋 内配線等 の電気工事 も完了 した.15,16日
と我 々が持ち込んだ装置 の設置 をお こない,18日までに全
ての調整 が完 了 した.
1月20日デー ビス基地 か ら中型ヘ リコプ ター(10人乗
り)が 飛来 し,夏 作 業のた めに残ってい た10次隊の一部
と11次夏 隊員 を"雲 竜"に 輸送 し,我 々の中山基地で の
任務 が完了 した."雲 竜"は 同 日夕刻 に出港 し,一 路 オー
ス トラ リアの フリーマ ン トル港 に向かい,1月31日 に同
港外 に到着 した.我 々は2月2日 に`雲 竜"か ら下船 し,
シ ドニー経 由で2月9日 に帰 国 した.









牛 尾 収 輝
満 開の桜が 私を出迎 えて くれた 一1994年3月29日か ら
1995年1月22日までの 間,文 部 省在外研 究員 と して米 国
に滞在 した,初 めの訪問地は西海岸の シア トル にキ ャンパ
スを持つ ワシン トン大学である.到 着 した 日の朝,抜 ける
ような青空 の下 で咲 き誇 っていた桜の花が 印象的 だった.
私 はこの ワシン トン大学を5年 ほ ど前,国 際雪氷学 会シン
ポ ジウムに参加す るた めに訪れ た こ とが あ る.そ のた め
か,市 内 を南北 に走 る広 々 とした フリーウェイや周辺の学
生街 に懐か しさを感 じた とと もに,初 めての海外暮 らしに
も意外 に早 く馴染めた様 な気がす る.目 の前がす ぐ湖,と
い う絶 好 の環境 の中 に建つ 海洋学部 に は物理,化 学,生
物,地 学の様 々な分野の研究 に携 わるス タッフ とと もに約
90名の大学院生がいる.こ こでS.　Martin教授(一 昨年の
極地研 北極 圏環境研 究セ ンター客員教授)と 「厳寒期のポ
リニア域におけ る海氷形成過程」 をテーマ とす る共 同研 究
を行 った.そ の一つは薄氷表面の霜の物理過程 を詳 しく調
べ ることであった.室 温や風の条件 を精密 に制御で きる低
温実験 室に大型水槽 を設置 して,ポ リニア(海 氷域内の薄
氷あるいは開水面領域)の 凍結 を再 現す る海氷形成実験 を
行 った.ゆ っ くりと成長 してい く霜 をビデオカメラで微速
度撮影 しなが ら水温,海 氷塩分 を測 定 した.室 温条件 を変
えて行った実験で得たデー タは,ビ デオ映像 も含め,全 て
コ ンピュー タ処理 され,　research　scientistたちの手 に よ
って,す ぐにで もプ レゼンテー ションに使 えるほ ど簡潔で
明瞭な図が次 々と作られていった.そ れ らを使 って実験 の
進め方をいつで も議論で きる様子 を見 て,研 究計画の緻密
さを強 く実感 した.
毎週水曜日の昼 に行 われ るラ ンチ セ ミナーでは,め いめ
いが 自由に持 ち込 んだ食べ物(大 きなサ ン ドイッチや フル
ーツな ど)を ほおば りなが ら,気 楽 な雰囲気の中で研 究が
紹介 された.ま た最近の米国研究者が 日本海や オホー ツク
海に寄せ る関心の高い ことに驚 きつつ,日 本海関連のセ ミ
ナーに も何度か参加 した.こ の ような環境の中で,教 授 も
含めた研究者や学生たちが,ユ ニークなテーマで研究 を楽
しんでいる姿 に接 した.そ れで私 も学生の頃の ように新鮮
な気持ちを取 り戻 し,マ イペースで研究 に取 り組むこ とが
で きた.
海洋学部はThomas　G.　Thompson号という立派 な研 究
観測船 を有 す る.1991年の建造 で,長 さ80m,3000トン
の 白色の船体は太平洋 とつなが った運河 を通って,学 部 の
4一
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ワシン トン大学 海洋学部の研究観測船 －Thomas　G.　Thompson号'
建物 のす ぐそ ばに横付 け され る(写 真 〉.キャンパ スの一
部で もあ る,こ の"港"を 使って観測機材や食料 などの積
み込み作業が大学 に居なが らに してできるのである.こ れ
は我が国の砕氷船 「しらせ」 の作業事情 と比べる とうらや
ま しい限 りである.ま た広 い居室や観測室,そ れ らを結ぶ
コ ンピュー タネ ッ トワー クも完備 した船内 を見学 しなが
ら,快 適 な洋上観測の様子 を想像 した.こ の船は昨年の7
月,ア ラビア海 方面 における16か月間の観測航 海へ 出か
けた.こ のThompson号が付 く港に面 した建物の テラスで
は,毎 月第1金 曜 日の夕方に ビアパ ーテ ィが開かれた.4
時半 を過 ぎる頃,大 勢の学生 や若手研究者たちが集 まって
きて,大 きな カップを片手 に,日 頃の研 究や週末の休暇計
画 などの相談で賑やかな時が夜 まで続いた.夏 には,涼 し
い風 を気持 ち良 さそ うに浴びなが ら,ヨ ッ トや カヌーで湖
面 を走 ってい く人達 の姿 も見 られた,
独立記念 日や感謝祭な どの大 きな休 日以外 なら,週 末 で
も大学の図書館は開いている,中 には深夜 まで利用で きる
ところもあ り,忙 しい学 生にはたいへんあ りが たい存在 の
ようで ある.各 学部所属のbranchも含め て20以上 ある図
書館では,コ ンピュー タネ ッ トワー クに よって学内はもち
ろん,近 隣の主要図書館 に所蔵 されている文献の検索が容
易 にで きる.時 折,必 要となった和雑誌の検索が私に とっ
ては大い に助 かった.こ れ らの検索結果はその まま自分の
電子 メールボ ックスに送信す ることも可能であ る.さ らに
貸出図書 の返却 はキ ャンパ ス内 のbranchならどこでで も
受け付け られる点 が便 利で あった.
週末には,よ く自転車で湖や公園へ出かけ,日 頃の運動
不足解消 に努 めた.ま た,　Martin教授 の家族 とも何 度か
一緒 に ドライブやハイキングに行 き,郊 外の 自然を満喫す
るこ とがで きた.と ころが10月半ば になって不安定 な天
候が続 くと,自 転車 に乗 ることは もちろん,外 出す る気が
だんだん失せ ていった.そ の うち,好 天 に恵 まれた夏,朝
か ら晩 まで誰 も彼 もが アウ トドアスポーツに熱中 している
様子 に自分が驚いた理 由が わか って きた.そ れはシア トル
の冬は雨が多い とい う話 はよ く聞いていたが,こ れほ どま
で に曇天模様 が続 くとは思わなかったからである.昨 年 の
日本 と同様,平 年以上 に暑か った夏 が過 ぎ,本 格的な雨の
季節 に入る頃,私 は約8か 月間暮 ら した シア トル を後に し
た.
米 国地球物理連合の学会が 開かれたサ ンフランシス コか
ら次 の滞在地,フ ェアバ ンクス に到着 したの は12月上 旬
のこ とである.冬 のアラスカを訪れたのは初 めてで,風 は
ない もの の久 しぶ りに味 わ う氷 点下20度の寒 さは私 に と
って南極越冬以来のこ とだった.ア ラスカ大 学フ ェアバ ン
クス校の 海洋研究 所では生物学 のV.　Alexander教授 をは
じめ,海 洋物 理や海氷分野の研 究者たち と会い,ベ ー リン
グ海やチ ャクチ海 で進 められている研究 の成果 を,現 地観
測の苦労話 も交えて知 ることがで きた,中 で も,時 空 間的
に密 な船上観測や一冬 にわたる長期係留観測 のデー タと人
工衛星 デー タをうま く組み合わせ た研究 は興味深 かった.
海洋研究所 の隣 にあ る地球物 理研究所へ も度 々足 を運 び,
海氷や リモー トセ ンシング関連 の研究者 と議論す る機 会を
持 った.わ ずか1か 月半の短い期 間ではあ ったが,今 後の
極域海洋研究 を進め る上で有益 な情報 を得 た,
ちょうどクリスマスシーズンだった12月の休 日には,い
くつかのパ ーテ ィに誘われた.30人ほ どが 集まったあ るパ
ーテ ィには手作 りの料理 が持 ち寄 られ,一 風変 わった プ レ
ゼ ン ト交換 も笑 いと歓声の中で延 々と行わ れた.そ の複雑
な"交 換 ルール"を 理解 できたの は,よ うや く全てのプ レ
ゼ ン トが皆 の手 に行 きわたったころだ った.ま た天候が穏
やかだ った正月休みには,　Alexander教授 とともに,キ ャ
ンパスの近 くで クロスカ ン トリー スキー を楽 しむことがで
きた.滞 在 中,気 温が氷 点下30度を下る 日は ほんの わず
かであった.と ころが最後の週末 に,郊 外 の温 泉地へ向か
お うとした日の朝のこ と,一 時的 な冷え込み と,車 の ヒー
ター電源 の供給が運悪 く止 まった ことがエ ンジンをすっか
り凍 え させ て しまい,し かた な くタクシーを呼んだ ことも
あった.今 冬の フェアバ ンクスは曇 りがちの 日が多 く,ま
た余 り夜更か しで きなかった こともあって,オ ーロラを見
る機 会は思 った よ り少なか った.け れ どフェアバ ンクスを
発つ前夜 は久 しぶ りに晴れ渡 り,早 い時刻 か ら美 しく舞 い
始め たオーロラが,間 もな く帰国する私 を見 送って くれた
様 な気が した,
この度の在外研 究で は,研 究面においての みな らず,長
期間 の海外生活の中で も貴重な経験 を数 多 く得 た.出 発前
および渡米 中,ご 支援 いた だい た多 くの方 々に感 謝す る.















観 測 隊 だ よ り
1.昭 和 基地
南極 で迎 える2度 目の新年 を昭和基 地 に31名,ド ー ム
Fに9名,二 手 に分かれ,お 節料理 と雑煮 で祝 った.上 旬
は主 に36次隊物 資の空輸 が行 われ,35次 隊は荷受け ・基
地 内配送にあた った.1月 上旬か ら航空機の 「しらせ」へ
の分解搬 入 の準 備 にかか り,15日にセスナ,16日 にビラ
タス を順調 に搬 入で きた.中 旬か らは持 ち帰 り物資 の輸送
が始 ま り,準 備,集 積,パ レッ ト積み,送 り出 しと作業量
は多か ったが廃棄物,一 般公用 品,私 物 な ど合計約117ト
ンを順調 に空輸 した.
内 陸 ドー ムFで は9名 が基地建 設作業 を継続 して いた
が,建 築 ・設備 とも35次隊で予定 した作業 をほぼ完 了 し
て36次隊 を迎え るこ とがで きた.そ の後 は両隊共同 で作
業 を進 め,1月29日,現 地の36次観測隊長 によ りドーム
F越冬 可能が確認 された,帰 還隊は36次 ドームF越 冬の9
名 を残 し,先 発 隊が21日,後 発隊 が29日に ドームFを 出
発 した,
昭和 基地 では30日に大掃除 を した ほか各室 ・各棟 とも
整理整頓 して越冬 交代 に備 えた.35次隊は例年 にも増 して
厳 しい 自然条件の なか,一 年 間の越冬生活 を大 きな事故 や
病気 もな く過 ごす ことがで き,ま た,観 測 ・設営 ともほぼ
予定通 りの仕 事が できた,
2月1日 小雪の 中,越 冬交代式 が行 われ基地の管理 ・運
営 が実 質的に36次隊に引 き継が れた.こ の 日一 日だけ中
断 され た通 路棟,気 象棟,　HFア ンテナ等 の建設作 業は,
翌 日か ら新た に35次の支援隊員 を加 えて再開 され,最 終
便前 日まで続 け られた.
最 終便 は予定通 り15日午前9時 に飛 来 した.こ の3ケ
月苦楽 を共 に味 わって きた夏隊員 との涙の別れのあ と,8
名 を乗せ たヘ リは名残惜 しげに基 地上 空を2回 ほどまわ り
氷 山の彼 方へ去 ってい った.こ こに越冬隊 員31名だけの
生活 が始 まったので ある.早 速,初 のオペ レーシ ョン会議
が 開かれ,生 活内規 についての検討が行われて,17日の全
体会議 を通 して全員 に周知 された.20日には快晴 の下,福
島 ケル ンの前 で越冬成立式が挙行 され,各 自が越冬 に向け
ての決意 を誓 った.し か し,こ の成立を待っていたかの よ
うに翌 日21日は激 しい吹雪 とな り,午 後6時 す ぎにはA
級 ブ リザ ー ドと認定 された.2月 と しては最大級 の もので
あ り,今 までの好天 に慣 れていた隊員に とっては,南 極の





を行った.2月 に入って太陽高度 も低 くな り,日中の気温
も中旬 には 一40度台 とな った.基 地では越冬 のため の準
備が急 ピッチで行われた.11日には,第1回 目の防火避 難
訓練 を行 った.20日頃には太陽 も沈む ようにな り,下 旬 に
は 一50度での作業 を強 い られる ようにな った.26日 には
全員 の健 康診 断 を行 い,異 常の無 い こ とを確 認 した.低
温,低 酸 素の中での作業で疲労感 は大 きいが,高 度 障害 に
かかる者 もな く全員元気 で生活 してい る.週2回 の風 呂は
肉体的 ・精神的疲れ を癒 すの に最高である.
レ来訪者 ぐ
1994年4月7日～4月15日　 Dr.　PATTYN,　F.　(ブリュ





5月18日M・,　 AD・LFSEN,　K.　(・・ ドヤ ・ケ ・ ト場 ●
所 長)
Prof.　THRANE,　E.　(オス ロ 大 学 教 授)
Mr.　SKATTEBOE,　R.　(ノル ウ ェ ー 宇 宙 セ ン タ ー
所 員)
6月13日 ～6月14日 　 Prof.　HUGHES,　A.　R.　W,　 (ナ
タ ル 大 学 教 授)
6月22日 ～6月23日 　 Prof.　TILZER,　M.　(アル フ レ ッ
ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 長)
6月27日 ～6月30日 　 Pref.　LE　BOEUF,　B.　(カ リ フ ォ
ル ニ ア 大 学 サ ン タ ク ル ス 校 教 授)
Prof.　COSTA.　D,　(同上)
Dr.　ORTIZ,　L,　(同助 手)
6月30日 ～7月2日 　 Dr.　KERRY,　K.　(オー ス トラ リ ア






(ブ リ ュ ッ セ
(氷河学 ・地
(アル フ レ ッ
ド ・ウェーゲ ナー極地海洋研究所研 究員)
8月1日 文 仁 枯(Dr,　MOON,　In-Ho)　(建国大学校
基礎生物学研究所講師)





9月4日 ～9月7日 　 Dr.　LEHITENEN,　M.　(地球物
理観測所研究員)
9月23日～9月27日 王 俊英(Prof.　WANG,　Zunying)
(中国科学 院微 生物研究所研究 員)
程 秀 さ　(Mr.　CHENG,　Xiulan)　(同研 究員〉
崔 裾綿　(Ms.　CUL　Fumaing)　(同上)
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9月28日 ～9月30日 　 Dr.　TSURUTANI,　B.　T.　(カリ





















LIU,　Yong　Tang)　(黒龍 江 省 水 利
Prof,　MACKAS,　D.　(カナ ダ 水
産海洋省海洋科学研究所部長)












11月30日～12月1日 　 Dr.　HUNTLEY,　M.　(カリフ ォ
ルニア大学 ス クリップス海洋研 究所研 究員)
12月8日　 Pref.　KOCHAROV,　G.　(ロシア科学 アカデ
ミー物 理技 術研 究所 教授)






平 均気 圧 ・海 面(Mean　pressure.　s alevel)　(hPa)
平 均蒸 気圧　(Mean　vapour　pressure)　(hPa)
平 均相 対 湿度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均 　(Max.　wind　speed,
　　 　　 　　 　 　　 　　 10-min,　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風速(Gust)　(m/s)
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【極地豆事典】
ソ リフ ラ ク シ ョ ン ロ ウ ブ(Solifluctionlobe)
ソリフラクションとは周氷河環境下で土壌物質が水
分の凍結 ・融解の繰 り返 しによって,斜面の下方にゆ




結果的 に土壌は斜面 下方 に移動 する と考 え られている,
この作 用に よって斜面下方 に伸びた 耳たぶ状 の地形 を
ソ リフラ クションロウブ といい,高 山や高緯度地域 の
緩斜面 で見 られる周氷河地形 の ひ とつであ る,ソ リフ
ラクシ ョンロ ウブの規模 はさ まざ まであ るが,前 縁 は
10cm～2mの高 さの小産 をなす.ソ リフラクションロ
ウブはキ ャタピラの ような動 きで植被 を巻 き込み なが
ら,年 間0,5～3cmの 速
度 で前 進 す る と され て い







ソリフラクシ ョンロウプの縦断面 図　 Hirakawa　(1987)による
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ブの変 形 か ら,移 動速 度
は年 間2.5cmと測 定 され
た,ソ リフラクシ ョンロウ
ブ を縦 断方 向 に 切る断 面
では,巻 き込 まれた火山灰
や有 機 質土 壌化 したか つ
て の植 被が 層状 に埋 没 し
ているのが観察 される(縦
断面図参照).こ うした埋
没 火山 灰の 降下 年代 や 有
機質土 壌の 炭素 同位 体 年
代 から,ソ リフラクション
ロ ウブ の形 成時 代や 過 去
の 移動 速 度 が 求 め ら れ,
その場 がかつてよ り寒冷で
あったか温暖であったかな
ど,過 去 の 環境復 元 が試
み られ てい る.
ソリフラクションロウブ
と似ているが,別 の成因に
よる地 形 もある.例 えば,
春か ら'夏にかけての降雨や
気 温の 急 激 な上昇 で,永
久凍土面 をすべ り面 として
活動層 が移動 してで きたロ
ウブ状 の微 地形がある.そ
の突 発 的 な移動 速 度 は ソ
リフラクションロウブ より
も大 き く,堆 積 構 造 も異
なる.
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